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　南さつま市は、平成17年に加世田市、笠沙町、大浦
町、坊津町、金峰町が合併して発足した総人口37,584
人（平成25年9月末現在）のまちです。薩摩半島の南西
部に位置し、海岸線の北西部には日本三大砂丘の一つ
である「吹上浜」が広がり、南西部にはリアス式海岸が
続いています。写真は、笠沙美術館展望所から見る沖
秋目島。市の南西部を循環する国道226号沿線から眺
望できる雄大な景観で、南さつま市を代表する八つの
景観「海道八景」の一つになっています。
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晩
秋
の
午
後
３
時
、
う
っ
そ
う
と
し
た
小
さ
な
杜

に
太
鼓
の
音
と「
ヨ
イ
シ
ョ
」の
か
け
声
が
響
き
渡
り

ま
す
。観
衆
が
見
守
る
中
、
直
径
約
２
m
の
大
草
履

を
履
い
て
、
神
社
の
石
段
を
降
り
て
行
く
２
人
の
氏

子
。片
足
の
重
さ
は
約
30
㎏
、
計
60
㎏
の
草
履
を
履

い
て
歩
く
の
は
若
い
男
性
と
は
い
え
、ひ
と
苦
労
。神

社
の
拝
殿
に
た
ど
り
着
く
前
に
力
尽
き
、「
も
う
無

理
」
と
言
い
な
が
ら
転
ん
で
し
ま
う
青
年
に
、「
キ
バ

レ
（
が
ん
ば
れ
）」
の
声
援
が
掛
か
り
ま
す
。こ
の
ユ

ニ
ー
ク
な
行
事
は
、
1
1
8
6
年
に
現
在
の
大
浦
町

大
木
場
地
区
に
移
り
住
ん
だ
と
い
う
平
家
落
人
伝

説
を
今
に
伝
え
る
、大
山
祇
神
社
の
山
神
祭
り
で
す
。

　
「
こ
の
祭
り
は
、
追
っ
手
の
源
氏
を
追
い
払
う
た

め
、
峠
道
に
十
畳
ほ
ど
の
大
き
さ
の
草
履
を
置
い
た

と
こ
ろ
、『
大
男
が
い
る
』
と
恐
れ
て
追
っ
手
が
退
散

し
た
と
い
う
伝
説
に
由
来
し
ま
す
。そ
の
時
、
猿
が
た

く
さ
ん
現
れ
て
追
っ
手
を
防
い
で
く
れ
た
こ
と
か
ら
、

人
々
は
無
病
息
災
と
五
穀
豊
穣
を
願
っ
て
大
草
履
を

編
み
、霜
月（
旧
暦
11
月
）の
最
初
の
申
の
日
に
、山
神

を
祀
る
大
山
祇
神
社
ま
で
運
び
奉
納
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
」。こ
う
話
す
村
田
敏
雄
さ

ん
は
、若
い
頃
か
ら
祭
り
に
携
わ
り
、守
っ
て
き
た
氏

子
の
ひ
と
り
。７
年
前
ま
で
は
、平
家
落
人
の
子
孫
と

伝
え
ら
れ
る
金
子
家
が
代
々
神
事
を
行
い
、
最
後
は

金
子
家
に
大
草
履
を
納
め
て
い
た
そ
う
で
す
。現
在

は
自
治
会
が
祭
り
を
引
き
継
ぎ
、
祭
り
の
終
了
後
は

大
草
履
を
公
民
館
に
運
ん
で
い
ま
す
。拝
殿
で
は
「
セ

ガ
キ
」と
呼
ば
れ
る
赤
飯
が
振
る
舞
わ
れ
、人
々
は
ヤ

ツ
デ
の
葉
で
作
っ
た
器
に
入
れ
て
持
ち
帰
り
ま
す
。

こ
の
赤
飯
を
食
べ
る
と
一
年
間
、
健
康
で
幸
せ
に
過

ご
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。一
年
間
無
事
に
過
ご

せ
た
こ
と
を
山
神
に
感
謝
し
な
が
ら
、
次
の
一
年
間

の
幸
せ
を
願
う
祭
り
で
す
。

南さつま市

鹿
児
島
に
は
、古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た

個
性
豊
か
な
伝
統
行
事・祭
り
が
残
って
い
ま
す
。

今
回
は
そ
ん
な
伝
統
行
事
の
中
か
ら

南
さ
つ
ま
市
大
浦
町
に
伝
わ
る

｢

大
山
祇
神
社
の
山
神
祭
り
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

むら  た　 とし お

　祭りの記憶は、４、５歳の頃からあ
り、ヤツデを竹の棒の先に挿し、小さ
い体を精一杯伸ばしてセガキをも
らったのを覚えています。現在は、旧
暦11月の最初の申の日に近い新暦
12月の日曜日に行っていますが、今
年の開催日である12月８日は、数十
年ぶりに申の日にあたるので気持ち
も高まります。近年は、大草履用の大
量の藁を確保するのが難しくなりま
したが、知恵をしぼりながらこの祭り
を守っていきたいと思います。

これからも知恵をしぼり
守り継いでいきます

村田 敏雄 さん（71）

大
草
履
を
奉
納
す
る

平
家
落
人
伝
説
に
由
来
す
る
祭
り

←祭りを終えた大草履は片足のみ保管し、残りは肥料として
　再利用する。（写真は上からみた大草履）
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南さつま市大浦地区自治公民館連絡協議会
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